






若林まちみがき推進事業とは･･･

▶ なぜ必要なのか?

みなさんと住みやすいまちづくりを
一緒に始めましょう

自分たちの地域(まち)は
自分たちの手でつくり、守る時代

人口減少
少子高齢化

市民ニーズ
の多様化・
複雑化

地域
税収減少
社会保障

増大

行政による
対応困難な
問題が増

厳しい財政
「あれもこれも」

の対応が
難しい時代

住民と行政が
知恵や力を出し

合う協働のまちづくり

地域の個性を
活かした住民自ら
進めるまちづくり

地域が抱える

住環境、防犯、ごみなどの様々な問題に
地域のみなさんが主役となって解決を図ること

住民主体のまちづくり

行政

住民主体 行政主体

・道路・公園など公共施設整備

・ごみの収集やリサイクルの推進

・生活弱者への福祉施策

・【防災】避難所の運営

・ 【環境美化】
清掃活動、花壇づくり

・【防犯】防犯パトロール

・【地域福祉】子ども食堂・
高齢者配食サービス

住民と行政
協働

住民と行政
協働
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若林まちみがき推進事業　 進め方

○地域の心配ごと や困り ごと を見つけて、 地域のみんなでなんと かできないかを考える

・ 解決できるかどう か分からなくてもいい

・ たくさん心配ごとや困りごとがリ スト になっている事が大事

・『 もうこれ以上、 心配ごとがありません』 という 状態になるまでたくさん出すのが大事

地域のみんなで

出来ることを

なんとかする

地域と行政が

協働で

なんとかする

役所や県や国に

お願いして

やってもらう

○困り ごと を解決する アイ ディ アをみんなで出し てみる

・ 実現の有無はとりあえず抜きにして、 とにかくたくさんアイディアを出す

・ みんなでやるためには、 自分たちで考える必要があります

・ みんな、 人から指示されるとやらないけど、 自分で考えてことならやる（ こともある）

○アイディ アの中から 出来るこ と を探してみる （ 重要でやり やすいアイ ディ アに絞る ）

○出来る アイ ディ アを具体的に進めるにはどう するか考える

○アイディ アを実施し て、 長く 続けら れる方法を考える
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・ たくさん出されたアイディアに優先順位をつける

・「 重要」 で「 やりやすい」 アイディアが何かをみんなで決めます。

・ 誰がするかを決める（ やる人、 応援する人、 やらない人）

・ どやってするかを決める

・ 出来ることしか手を出さない

・ 楽しそう にやる

・ やらない人、 できない人を責めない

・ やっている人をほめちぎる

地域の問題・ 課題を地域と 行政の協働で解決し、 住みやすい地域の実現に向けた取り 組み

○若林まちみがき推進事業と は・ ・ ・

「 なんと かする 」 ってなにをどう する？

みんなで話し 合って、 アイディ アを出して解決するしかない！

自助 共助 公助

○地域の課題を地域のみんなで解決しないと いけない時代

なぜ、 まちみがき推進事業を実施するのか・ ・ ・

（ 一般社団法人東北まちラ ボ　 資料よ り ）
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地域づく り の考え方

一般社団法人 東北まちラボ

若林まちみがき推進事業

地域の問題を
地域のみんなで協力して

解決する活動

まちづく り って何？？

1

（ ワーク ショ ッ プ資料）
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参画と 協働と 参加型社会

・ 上の立場の人が命令したり

・ 優位な意見の人が説得したり

・ そんなふう にモノ ゴト が決まる社会でなく

⇒ひと り ひと り が主体的に関わり 、 相互に連携し
フラ ッ ト な関係の中で合意していく こ と が求めら
れる

特に日本全国が抱えている問題

• 人口減少

• 高齢化

• 少子化

• 晩婚化

• 単世帯化

• 未婚率の上昇
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2020年国勢調査

全人口 1,065,932人
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組織の数 担い手＞

・ 役員の担い手不足
・ 若者、 女性の参画が少ない
・ 担い手の高齢化
・ 何期も 役員を務める
・ 担い手の重複
・ 町内会加入率の低下
・ 町内会活動への興味、 関心の低下
・ コロナ禍の町内会活動
・ 独居高齢者の増加 などなど

地域が抱えている主な問題
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・ 地域の課題が多様化している

少子高齢化、 耕作放棄地の増加、 役員の担い手不足、 地域のコ ミ ュニケーショ ン不足

・ 社会構造が激変した

人口減少、 少子高齢化、 各種団体の維持困難、 地域行事の継続困難

・ 地域コミ ュニティ が変化している

価値観の多様化やラ イ フスタ イ ルの変化によって住民同士のつながり 欠如

・ 町を取り 巻く 環境が変化した

地域によって地域の課題やニーズが異なり 、 画一的なサービスでは住民のニーズに対

応できなく なっている。

・ 地域で解決できそう な問題・ 課題は地域で取り 組む

各地域で共通の課題などは、 地域自治システムの広域的な範囲を網羅する組織で解決

への取り 組みを実施する 。
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・ 新しい地縁社会の必要性

・ 意思決定のプロセスが重要

・ 意思決定のプロセスの正当性

・ 令和の町内会運営にアッ プデート

・ 組織のスリ ム化

・ 地域と 行政の役割分担を明確に

人口減少・ 少子高齢化社会の自治組織

意思決定のプロセスについて

情報 議論 決定 行動 結果

最重要

合意形成プロセス

重要

影響

よい意思決定プロセスは、良い行動に繋がり、よい結果を生む
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新しい地縁社会のイメ ージ
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